
－　以上　－

　日頃、モータースポーツの発展に御尽力いただき、誠にありがとうございます。

２００４年度より開始しました審査委員の派遣制度は、無事１シーズンを終了する事ができました。

　　・イベント開催及び運営方法の統一化

　　・諸規則の解釈の統一化

　　・選手やオフィシャルの安全確保方法の明確化

開催場所 主催者 派遣者氏名

追記

ＪＭＲＣ四国ジムカーナ部会

審査委員グループの派遣について

高芝　一史 ＳＫＭＣ

ジムカーナ主催者 各位

　　２００５年度審査委員グループ派遣日程

２００５年　１月２３日

　　・重量計測機器の取扱い指導

等は、各競技会事務局より連絡をして下さい。

山本　貢 ＤＣＲ

大西　周 ＤＣＲ

１ 　３月２７日 瀬戸内海 ＥＴＯＩＬＥ

３

所属開催日

　尚、審査委員メンバーには、部会から日程等は連絡してありますが、再確認も含めて詳細の打ち合わせ

２ 　４月１７日 たぢかわ ＭＯＮＫＥＹ

瀬戸内海 ＳＥＴＯＫＡＺＥ

　　　　　　　　　　　　　　　　審査委員グループリーダー　：　大西　周(ＤＣＲ)

たぢかわ ＴＥＣ

高芝　一史

　５月１５日

ＳＫＭＣ

大西　周 ＤＣＲ

４ 　６月１２日

５ 　７月　３日 たぢかわ ＯＷＬ

６ 　７月２４日 瀬戸内海 ＭＡＣ

佐藤　忍 ＴＥＣ

７ 　８月２１日 たぢかわ ＳＫＭＣ

藤沢　繁美 ＯＷＬ

佐藤　忍 ＴＥＣ

藤沢　繁美 ＯＷＬ

８ 　９月１１日

９ １０月　２日 瀬戸内海 ＴＥＣ

瀬戸内海 ＤＣＲ

これも主催クラブの皆様の御協力の賜物と感謝しております。

に派遣致しますので、御協力をよろしくお願いします。

　審査委員グループ派遣の主な目的

　引続き２００５年度も、下表の５名を審査委員メンバーに任命し、ジムカーナ部会より地区戦の全９戦

　過日開催されましたジムカーナ部会において、選手側から要望事項がありましたのでお知らせします。

　　　与えて欲しい。(例：３回走行とし１回目を練習走行とするなど)

　　・タイムスケジュールに余裕のある限り、初心者(クローズドクラス等)の選手に走行する機会を

　　・ポスト員がパイロンの確認や修正を行う際、機敏な動作で作業して欲しい。


